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月
寒
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長

池
田

博

９
月
６
日
午
前
３
時
７
分
に
、
胆
振
地
方
中
東
部
を

震
源
地
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
北
海
道
で
初
と
な
る

最
大
震
度
７
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
月
寒
地
区
（
豊
平

区
）
で
も
震
度
５
弱
の
揺
れ
が
あ
り
、
長
時
間
の
停
電

が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
不
安
な
夜
を
過
ご
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
胆
振
地
方
を
中
心
に
震
度
５

程
度
の
余
震
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
し
、
台
風
に
よ
る

被
害
も
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

注
意
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
度
の
地
震
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
避
難
所
と
な

っ
た
学
校
に
水
な
ど
の
差
し
入
れ
を
し
て
く
れ
た
町
内

会
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の

支
え
合
い
が
月
寒
地
区
の
安
全
安
心
の
礎
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

月
寒
地
区
町
内
会
連
合
会
（
町
連
）
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
今
後
よ
り
一
層
防
災
の
取
組
に
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
、
水
や
非
常
食
、

懐
中
電
灯
な
ど
非
常
時
に
必
要
と
な
る
も
の
を
備
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
焦
ら
ず
落
ち
着
い

て
行
動
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
19
日
（
金
）
月
寒
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
月
寒
地
区
町
内
会
連
合
会

町
内
会
長
会
議
（
出

席
者
69
名
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
会
議
で
は
、
上
半
期
の

町
連
各
部
の
活
動
報
告
及
び
中

間
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
各
部
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
町
内
会
連
合
会
各
部
の
活

動
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

各
町
内
会
か
ら
い
た
だ
い
た

会
費
は
、
町
連
の
活
動
経
費
と

し
て
様
々
な
活
動
に
使
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
と
一
緒
に
月
寒
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
連
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
長
と
し
て
長
年
活
動
を
続
け
て
い
た

だ
い
た
２
名
の
方
に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
る
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

《
市
長
感
謝
状
・
町
連
会
長
表
彰
状
》

茂
木

慶
一

様
（
前
ポ
プ
ラ
町
内
会
長
）

《
区
長
感
謝
状
・
町
連
会
長
表
彰
状
》

七
尾

誠
二

様
（
前
望
月
町
内
会
長
）

月
寒
地
区
の
町
内
会
・
自
治
会
の
会
長
に
新
た
に
就

任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
活
動
の
中
心
と
し
て
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
町
連
と
し
て
も
最
大
限
の
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
内
会
・
自
治
会
の
皆
様

も
会
長
を
盛
り
立
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
月
寒
地
区
広
報
誌

第
５
号
】

発
行
日
・
平
成
30
年
10
月
26
日

発
行
元
・
月
寒
地
区
町
内
会
連
合
会
（
町
連
）

１
１
１
１
月
寒
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

１
１
１
１
豊
平
区
月
寒
中
央
通
７
丁
目
８
―
19

１
１
１
１
℡
０
１
１
―
８
５
２
―
９
２
８
８

つ
き
さ
っぷ
町
連
だ
よ
り

感謝状贈呈の様子です。 
（上）茂木 慶一 様 
（下）七尾 誠二 様 
※七尾様の感謝状は、石川照高 
望月町内会長にお渡ししました。 

【
じ
ょ
う
て
つ
ア
イ
ム
月
寒
Ｂ
ス
テ
ー
ジ
】

丸
山

貞
一

様

【
光
ハ
イ
ツ
月
寒
東
町
内
会
】

大
中

純
一

様

こ
の
た
び
会
長
職
を
退
任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

・
安
達
孝
典

様
（
じ
ょ
う
て
つ
ア
イ
ム
月
寒
Ｂ
ス
テ
ー
ジ
）

・
木
村
光
男

様
（
光
ハ
イ
ツ
月
寒
東
町
内
会
）

こ
れ
ま
で
町
内
会
・
自
治
会
活
動
に
先
頭
に
立
っ

て
精
励
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【
総
務
部
】

総
務
部
は
、
総
会
・
役
員
会
の
総
合
調
整
や
、
予
算
・

事
業
計
画
の
立
案
、
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
例
の
総
務
部
会
、
三
役
会
、
役
員
会
の
ほ
か
、
町

内
会
連
合
会
定
期
総
会
、
豊
平
区
長
と
の
懇
談
会
、
町

内
会
連
合
会
会
長
会
議
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
務

部
は
、
こ
れ
ら
の
日
程
調
整
や
資
料
作
成
、
当
日
の
進

行
な
ど
に
関
し
て
総
合
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
来
年
１
月
の
新
年
交
礼
会
の
ほ
か
、
広
報

誌
（
第
６
号
）
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

【
財
務
部
】

財
務
部
は
、
連
合
会
費
の
徴
収
事
務
や
会
計
事
務
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
く
貴
重
な
会
費
を
適
切
に
執
行
す

る
た
め
、
毎
月
１
回
財
務
部
会
を
開
催
し
、
経
理
執
行

状
況
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
経
理
執
行
状
況
の
確
認
を
行
い
、

適
正
な
予
算
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
来
年
２
月
に

は
、
平
成
31
年
度
予
算
の
編
成
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
住
民
組
織
助
成
金
の
交
付
事
務
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
度
も
、
各
町
内
会
の
多
大
な
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
円
滑
に
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
福
祉
厚
生
部
】

福
祉
厚
生
部
は
、
月
寒
地
区
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
、
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
、
各
種

募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、「
喜
寿
・
米
寿
お
祝
い
事
業
」
や
共
同
募

金
の
街
頭
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
赤
募
金
・

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン

「
あ
ん
ぱ
ん
さ
ろ
ん
」
や
、
児
童
会
館
に
通
う
児
童
と

地
域
の
方
の
交
流
を
図
る
「
に
ぎ
に
ぎ
交
流
会
」
の
ほ

か
、
月
寒
地
区
の
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
相
互

の
交
流
を
図
る
「
サ
ロ
ン
合
同
交
流
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
の
広
報
誌

「
み
て
ね
」
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
保
健
衛
生
部
】

保
健
衛
生
部
は
、
環
境
美
化
や
清
掃
の
奨
励
に
関
す

る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
恒
例
の
と
よ
ひ
ら
花
ラ
ン
ド
事
業
の
植

花
活
動
や
月
寒
川
河
川
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
の
活
動
と
し
て
は
、
清

掃
関
係
施
設
見
学
会
が
地
震
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
街
頭
啓
発
を
月
寒
地
区
が
担
当

し
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
法
投
棄
な
ど
に

関
す
る
地
域
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
清
掃
事
務
所
と

協
力
し
な
が
ら
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
震
災
時
に
お
け
る
健
康
維
持
・
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
等
の
情
報
提
供
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
防
災
部
】

防
災
部
は
、
火
災
予
防
の
普
及
徹
底
を
図
る
た
め
、

防
火
訓
練
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
月
寒
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、

規
律
訓
練
と
放
水
訓
練
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
も
「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊

マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
７
日
の
豊
平
消
防
団
消
防
総
合
訓
練
大

会
で
は
、
月
寒
分
団
が
参
加
し
た
ほ
か
、
月
寒
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
ロ
ー
プ
結
び
を
披
露
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
７
月
８
日
に
、
が
け
地
の
あ
る
町
内
会

を
対
象
と
し
た
防
災
研
修
会
を
、
10
月
６
日
に
は
月
寒

小
学
校
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
防
犯
部
】

防
犯
部
は
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
防
犯
灯
の
設
置
、
暴

力
追
放
に
関
す
る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
部
で
は
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
、
小
学
生
の
事
故
防
止
等
に
係
る
街
頭
啓
発
、
女

性
の
犯
罪
被
害
防
止
等
に
係
る
街
頭
啓
発
、
お
年
寄
り

の
詐
欺
被
害
防
止
等
に
係
る
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
12
月
下
旬
に
、
歳
末
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
交
通
安
全
部
】

交
通
安
全
部
は
、
児
童
通
学
路
の
街
頭
指
導
や
交
通

安
全
運
動
な
ど
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
春
夏
秋
冬
の
交
通
安
全
週
間
に
市
民
総

ぐ
る
み
運
動
と
し
て
、
国
道
36
号
線
沿
い
で
町
内
会
、

各
団
体
の
協
力
を
得
て
、
春
・
夏
・
秋
の
街
頭
啓
発
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
平
交
通
安
全
協
会
と
共
同

で
、
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
広
報
車
で
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
11
月
12
日
10
時
か
ら
、
冬

の
街
頭
啓
発
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
つ
き
さ
っ
ぷ
中
央

公
園
集
合
）。
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
１
月
下
旬
に
は
、
札
幌
市
等
の
関
係
機
関
と
「
路

上
駐
車
一
掃
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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【
青
少
年
部
】

青
少
年
部
は
、
各
町
内
会
（
子
ど
も
会
）
や
地
域
の

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
、
多
く
の
地
域
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
す
る
「
こ

ど
も
会
体
験
ひ
ろ
ば
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
12
月
９
日
に
「
つ
き
さ
っ
ぷ
の
少
年
交
流

会
」
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
１
月
13
日
に
は
「
子
ど

も
カ
ル
タ
大
会
」（
10
時
開
会
。
月
寒
公
民
館
）
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
集
中
力
と
緊
迫
感
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
迫
力
あ
る
試
合
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
女
性
部
】

女
性
部
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
に
対
す
る
福
祉
事

業
へ
の
協
力
や
、
食
の
安
全
、
女
性
の
健
康
診
断
奨
励

に
関
す
る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
「
お
ひ
と
り
暮
ら
し
昼
食
会
」
の
開
催
、

都
心
北
融
雪
層
見
学
会
、
東
月
寒
町
連
女
性
部
と
の
「
お

も
て
な
し
交
流
会
」、
小
中
学
校
等
へ
の
手
作
り
雑
巾
の

寄
贈
、
交
通
安
全
母
の
会
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
が
ん
検
診
や
「
一
円
玉
募
金
運

動
」
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
部
で
は
、「
月
寒
音
頭
」
の
普
及
を
図

っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
タ
つ
き
さ
っ
ぷ
な
ど
で
月
寒
音

頭
を
披
露
し
て
い
る
ほ
か
、
児
童
会
館
な
ど
で
は
、
子

供
た
ち
と
一
緒
に
月
寒
音
頭
を
踊
っ
て
い
ま
す
。

【
体
育
部
】

今
年
度
は
、
例
年
同
様
、
少
年
野
球
（
月
寒
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
ズ
）
の
指
導
を
行
い
、
豊
平
地
区
の
少
年
野

球
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
（
残
念
な
が
ら
１
回
戦
敗

退
）
。
ま
た
、
壮
年
野
球
で
は
、
豊
平
区
地
区
対
抗
壮
年

野
球
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
初
戦
で
優
勝
チ
ー
ム

と
当
た
り
、
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
９
月
15
日
に
は
、
恒
例
の
「
月
寒
地
区
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
は
、「
こ
り
ん
と
め
ー
た
ん
杯
カ
ー
リ
ン
グ
体
験

会
」
に
、
月
寒
地
区
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
予
定

で
す
。

【
つ
き
さ
っ
ぷ
郷
土
資
料
館
運
営
部
】

つ
き
さ
っ
ぷ
郷
土
資
料
館
運
営
部
は
、
資
料
館
運
営

や
展
示
資
料
充
実
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
近
隣
の
小
学
校
５
校
、
中
学

校
１
校
、
高
等
学
校
１
校
の
学
習
に
関
わ
る
見
学
を
受

け
入
れ
た
ほ
か
、
豊
平
区
の
創
造
学
園
や
地
元
の
方
、

道
内
外
の
方
に
い
た
る
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が
見
学
や

研
修
で
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
職
場
体
験
学
習
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
９
月

末
ま
で
の
来
館
者
は
１
、
８
８
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
、
展
示
資
料
の
説
明
や
活
動
報
告
を

行
う
「
つ
き
さ
っ
ぷ
資
料
館
だ
よ
り
」
を
発
行
い
た
し

ま
す
。

７
月
４
日
（
水
）
に
、
月
寒
地
区
の
77
歳
以
上
の

お
ひ
と
り
暮
ら
し
の
50
名
の
方
の
参
加
を
得
て
、
「
お

ひ
と
り
暮
ら
し
」
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
い
た
だ
い
た
後
、

月
寒
公
民
館
の
南
館
長
の

ギ
タ
ー
演
奏
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興
を
楽

し
み
ま
し
た
。

笑
顔
た
く
さ
ん
大
盛
り

上
が
り
の
昼
食
会
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

月
寒
地
区
で
、
喜
寿
（
77
歳
）
・
米
寿
（
88
歳
）
を

迎
え
ら
れ
た
方
（
喜
寿
337
名
、
米
寿
149
名
）
に
、
お
祝

い
の
品
を
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

長
い
間
、
ご
家
庭
や
お
仕
事
、
そ
し
て
郷
土
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ず
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
祝
い
品
の
配
布
に
協
力
い
た
だ
い
た
月
寒

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

陸
軍
関
係
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

「
つ
き
さ
っ
ぷ
郷
土
資
料
館
」
は
、
無
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

12
月
５
日
か
ら
冬
季
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
!!

■
住

所
：
月
寒
東
２
条
２
丁
目
３
—
９

■
電

話
：
０
１
１
—
８
５
４
—
６
４
３
０

■
開
館
日
：
毎
週

水
曜
・
土
曜
（
10
時
～
16
時
）
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９
月
15
日
（
土
）
に
、
山
根

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
第
20

回
月
寒
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

好
天
の
中
、
63
名
（
男
性
36

名
、
女
性
27
名
）
の
精
鋭
が
参

加
し
、
全
36
ホ
ー
ル
の
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
激
戦
を
制
し

た
の
は
、
男
子
の
部
が
土
師
優
さ
ん
（
ス
コ
ア
99
）
が
、

女
子
の
部
が
高
田
キ
ヨ
子
さ
ん
（
ス
コ
ア
101
）
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

来
年
も
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

【
↓
優
勝
者
：
上
＝
土
師
さ
ん
、
下
＝
高
田
さ
ん
】

９
月
30
日
（
日
）
に
、
月
寒
公
民
館
で
、「
親
子
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
32
回
目
と
な
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
晴
天
に

恵
ま
れ
、
８
校
（
９
団
体
）
346
名
の
児
童
・
生
徒
が
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
月
寒
公
民
館
に
は
、
多
く
の
観
客
が

来
場
さ
れ
、
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、
子
ど
も
達
の
合
唱
・

演
奏
を
、
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、
会
場
全
員
で
、「
月
寒
（
つ

き
さ
っ
ぷ
）
の
少
年
」
と
「
故
郷
」
を
大
合
唱
し
、
一
体

感
と
高
揚
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
待
ち
に
し

て
お
り
ま
す
！

10
月
６
日
（
土
）
に
、
町
連
と
関
係
町
内
会
（
月
寒

一
区
、
月
寒
二
区
、
月
寒
三
区
、
月
寒
六
区
、
月
寒
七

区
第
一
）
共
催
の
防
災
訓
練
が
、
月
寒
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら

丸
一
月
が
経
っ
た
こ
の
日
、
約

120
名
も
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

消
火
訓
練
、
煙
体
験
・
救
出
訓

練
、
学
校
の
備
蓄
物
資
・
非
常

持
出
用
具
の
説
明
等
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て
作
っ
た
肉
じ
ゃ

が
と
ア
ル
フ
ァ
米
を
試
食
し
た
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
は

防
災
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
内
会
や
関
係
各
機
関
と

一
緒
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

月
寒
地
区
の
状
況
（
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
）

人

口
：
３
７
、
９
１
３
人

世
帯
数
：
２
０
、
７
６
７
世
帯

町
内
会
数
：
７
６
町
内
会

月寒地区で行われた行事の様子は、ホーム
ページでもご覧いただけます。 

月寒まちづくりセンター 


